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一日婦人消防官を先頭に行われたパレード 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

火を呼び掛は：:u 

ノく レ ー＝ 
春の火災予防運動 3 日目の 4 月11日、幼年消

防クラブの子供達約400人と1日婦人消防官の 4 

人が、市内をパレードして市民に火災予防を呼

び掛けました。 

この日、 1 日婦人消防官に委嘱されたのは山

谷和恵子さん（ili農協）、伊藤友美さん（胃腸病

院）、伊藤真由美さん（イ トーョーカ ドーマルキ） 

とブラジルからの留学生で五所川原商業高校で

勉強しているパトリシア・ロマーノさんで、1J 

パレー ドでは先頭のオーフ。ンカーに乗り、市民

に防火を訴えました。 
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人口と世帯 
男 	24,327 

女 	26,665 

計 	50,992 

世帯数 15,125 
(3月31日現在 住民基本台帳調） 

男
女
計
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毎
月
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
お
役
に
江
ち
ま
す
。

一日婦人消防官を先頭に行われたパレード

この日、 1日婦人消防官に委嘱されたのは山

谷和忠子さん(市牒協)、伊藤友美さん (胃腸病

院)、伊藤真由美さん(イ トーヨーカドーマルキ)

とブラジルから の留学生で五所川原商業高校で

勉強してい るパトリシア ・ロマーノさんで、同

パレードでは先頭のオープンカーに乗り、市民

に防火を訴えました。

春の火災予防運動 3日日の 4月11口、幼年消

防クラブの子供述約400人と ln財人消防官の 4

人が、市内をパレードして市民に火災予防を呼

びJ卦けました。

男 24，327

y; 26，665 

J~ 5 0 ， 9 9 2 

世帯数 15，125 

( 3月31日現在住民基本台帳調)
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か

川
工
業団
地
に
第士
」
第
＋
四
番
目
の
誘
糾業
と
し
 

て
、
各
種
メ
ー
タ
ー
用
ス
プ
リ
ン
グ
の
専
門
メ
ー
力
ー
と
、
コ

ネ
ク
タ
ー
等
の
精
密
プ
レ
ス
金
型
や
ブ
リ
ン
ト
基
板
組
立
、
ワ

イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス
、
自
動
車
向
け
電
機
部
品
の
製
造
メ
ー
力

ー
 

の
立
地
が
決
ま
り
、
四
月
＋
日
、
＋
六
日
の
両
日
、工
場
立
地

基
本
協
定
の
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
で
当
市
の
誘
致
企
業
は
＋
四
社
と
な
り
、
漆
川
工
業
団

地
の
工
場
用
地
十
七
・
ニ
翁
の
う
ち
＋
四
・
七
紡
（八
十
五

・

四
％
）
が
分
譲
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
漆
川
工
業
団

地
の
機
能
が
一
層充
実
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
0
 

~ 
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三
友
製
作
所

・
1
0月
に
操
業
開
始
 

第
十
三
番
目
の
誘
致
企
業
と

し
て
進
出
す
る
の
は
、
各
種
メ
 

ー
タ
ー
用
ス
プ
リ
ン
グ
の
専
門

メ
ー
カ
ー
の囲
三
友
製
作
所
（本

社

・
山梨
県
甲
府
市
、
佐
藤
喜

四
郎
代
表
取
締
役
）
で
す
。
 

四
月
十
日
に
行
わ
れ
た
調
印

式
に
は
、
会
社
側
か
ら
佐
藤
代

表
取
締
役
ら
三
人
、県
か
ら
は

藤
川
直
迫
出
納
長
ら
三
人
、市

側
か
ら
は
、
市
三
役
、
市
議
会
 
 

議
長
ら
が
出
席
し
協
定
書
の
調

印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

佐
々
木
市
長
は
「
三
友
製
作

所
の
進
出
が
雇
用
拡
大
、
青
森

地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
地
域
内
の

技
術
高
度
化
に
貢
献
す
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
、
こ
れ
に
対
し
て
佐
藤
代

表
取
締
役
は
 
「地
域
工
業
の
発

展
と
地
域
社
会
に
貢
献
し
、
地

元
の
期
待
に
こ
た
え
た
い
」
と
 
 

お
札
を
述
べ
ま
し
た
。
 

新
工
場
は
、
漆
川
工
業
団
地

に
八
千
百
七
十
七平
方
屑
の
用

地
を
取
得
し
、
九
月
末
ま
で
に

鉄
骨
平
屋
建
て
（
一
部
二
階
）
 

五
百
三
十
一
平
方
H
を
建
設
、
 

十
月
か
ら
操
業
開
始
の
予
定
で
、
 

当
初
は
地
元
採
用
の
従
業
員
三

十
人
（男
性
四
割
、
女
性
六
割
）
 

で
ス
タ
ー
ト
し
、
年
間
売
上
高

は
四
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
 

ま
た
同
社
で
は
こ
の
あ
と
第

二
、
第
1
1
1

期
工
事
を
進
め
て
工

場
を
拡
張
、
従
業
員
も
百
五
十

人
程
度
ま
で
増
や
し
、
年
間
の

売
上
高
を
十
五
億
円
と
し
た
い

考
え
で
す
。
 

2社と調印 
期待高まる 

受作所工場立地基本協月 

ご～~~~~~~~~~~~~~～リ～'～ツ～~~~~~~~~'~Iて 

1 三友製作所社員募集 1 

I 〇男そ 5名 	 I 
l 〇女f lo名 

I f年齢は、男女共18歳～27歳で喋蚤験は間いま、 i 
1 、せん。 採用後、 5 か月本社研修…甲府市 ノ l 
I レ給 与 基本給男子 125・000里 	 I 
i 	 女子 120・000ド」 	 i 
I レ諸手当有 	 I 
》 レ応募締切 5 月10日（木） 

i ※ご希望の方は、履歴書を五所川原公共職業安 l 
I 	定所へ持参のうえ、安定きより超介状を些き、 I 
1 	市総務部企画調整課（1'32111番vJ線 31甘望 l 
I 	へ提出してください。 なお、面接日及び面接 I 

i'~~~‘想乏鷺惣三ミ菩墾票,とミ票～~~~~~~～』 

調印後、握手を交わす佐々木市長（右）、佐藤代表取締役（中）、 

r 藤川県出納長（左） 
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漆
川
工
業
団
地
に
第
十
三
、
第
十
四
番
目
の
誘
致
企
業
と
し

て
、
各
種
メ
ー
タ
ー
用
ス
プ
リ
ン
グ
の
専
門
メ
ー
カ
ー
と
、
コ

ネ
ク
タ
i
等
の
精
密
プ
レ
ス
金
型
や
プ
リ
ン
ト
基
植
組
立
、
ワ

イ
ヤ
ー
ハ
i
ネ
ス
、
自
動
車
向
け
電
機
部
品
の
製
造
メ
ー
カ
ー

の
立
地
が
決
ま
り
、
四
月
十
日
、
十
六
日
の
両
日
、

工
場
立
地

基
本
協
定
の
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
で
当
市
の
誘
致
企
業
は
十
四
社
と
な
り
、
漆
川
工
業
団

地
の
工
場
用
地
+
七
・
ニ
お
の
う
ち
十
四
・
七
お

(
八
十
五
・

四
%
)
が
分
譲
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

漆
川
工
業
団

地
の
機
能
が
一
膚
充
実
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
十
三
番
目
の
誘
致
企
業
と

し
て
進
出
す
る
の
は
、
各
種
メ

ー
タ
ー
用
ス
プ
リ
ン
グ
の
専
門

メ
ー
カ
ー
の
側
三
友
製
作
所
(本

社

・
山
梨
県
甲
府
市
、
佐
藤
喜

四
郎
代
表
取
締
役
)
で
す
。

四
月
十
日
に
行
わ
れ
た
調
印

式
に
は
、
会
社
側
か
ら
佐
藤
代

表
取
締
役
ら
三
人
、
県
か
ら
は

藤
川
直
通
出
納
長
ら
三
人
、
市

側
か
ら
は
、
市
三
役
、
市
議
会
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るま古同期待

Z作所工場立地基本協見

三
友
製
作
所
・

ω月
に
操
業
開
始

議
長
ら
が
出
席
し
協
定
書
の
調

印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

佐
々
木
市
長
は
「
三
友
製
作

所
の
進
出
が
雇
用
拡
大
、
青
森

地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
地
域
内
の

技
術
高
度
化
に
貢
献
す
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
、
こ
れ
に
対
し
て
佐
藤
代

表
取
締
役
は
「
地
域
工
業
の
発

展
と
地
域
社
会
に
貢
献
し
、
地

元
の
期
待
に
こ
た
え
た
い
」
と

調印後、握手を交わす佐々木市長(右)、佐藤代表取締役(中)、

藤川県出納長(左}

お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

新
工
場
は
、
漆
川
工
業
団
地

に
八
千
百
七
十
七
平
方
日
の
用

地
を
取
得
し
、
九
月
末
ま
で
に

鉄
骨
平
屋
建
て
(
一

部
二
階
)

五
百
三
十

一
平
方
引
を
建
設
、

十
月
か
ら
操
業
開
始
の
予
定
で
、

当
初
は
地
元
採
用
の
従
業
員
三

十
人
(男
性
四
割
、
女
性
六
割
)

で
ス

タ
ー
ト
し
、
年
間
売
上
高

は
四
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
同
社
で
は
こ
の
あ
と
第

二
、
第
三
期
工
事
を
進
め
て
工

場
を
拡
張
、
従
業
員
も
百
五
十

人
程
度
ま
で
増
や
し
、
年
聞
の

売
上
高
を
十
五
億
円
と
し
た
い

考
え
で
す
。
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脚三友製作所
立地場所 

誘 致 企 業 
雇用拡大の 

協
伸
工
業
・
平
成
4
年
か
ら
操
業
開
始
 

漆
川
工
業
団
地
に
進
出
す
る

電
機
・
自
動
車
部
品
製
造
メ
ー
 

カ
ー
の
協
伸
工
業
翻
（
本
社

・

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
、
小
島
義
 
 

明
・
佐
藤
喬
太
郎
代
表
取
締
役
）
 

と
県
・
市
の
工場
立
地
協
定
調

印
式
が
四
月
十
六
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

調
印
式
に
は
、
佐
藤
代
表
取

締
役
、
藤
川
直
迫
県
出
納
長
、
 

佐
々
木
市
長
の
ほ
か
、
山
口
徳

二
市
襲

ム
議長
ら
関
係
者
二
十

人
が
出
席
し
ま
し
た
。
 

藤
川
県
出
納
長
が
県
知
事
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
し
た
あ
と
、
 

佐
々
木
市
長
が
 
「産
業
技
術
の

高
度
化
と
就
業
の
場
確
保
が
当

市
の
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る

と
き
に
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
こ

た
え
て
い
た
だ
き
感
謝
し
ま
す
」
 

と
あ
い
さ
つ
、
こ
れ
に
対
し
て

佐
藤
代
表
取
締
役
は
「
関
東
で

は
従
業
員
の
確
保
が
難
し
く
、
 

人
的
資
源
の
確
保
な
く
し
て
企

業
の
発
展
は
あ
り
え
な
い
と
の

観
点
か
ら
漆
川
工
業
団
地
へ
の

進
出
を
決
定
し
た
も
の
で
、
地

元
の
経
済
発
展
に
貢
献
し
た
い
」
 

と
語
り
ま
し
た
。
 

同
社
は
、
漆
川
工
業
団
地
に

約
一
万
九
千
平
方
屑
の
用
地
を

取
得
し
、
平
成
四
年
の
十
月
か

ら
操
業
を
開
始
す
る
予
定
で
、
 

当
初
は
地
元
キ弔
心
に
百
人
（男

性
六
十
人
、
女
性
四
十
人
）
の

従
業
員
を
採
用
、
年
間
売
上
額

は
十
四
億
円
を見
込
ん
で
い
ま
 
 

す
。
 

製
造
品
目
は
、
自
動
車
向
け

電
機
部
品
、
コ
ネ
ク
タ
ー
等
の

精
密
プ
レ
ス
金
型
、
ワ
イ
ヤ

ー
 

ハ
ー
ネ
ス
、
プ
リ
ン
ト
基
板
組
 
 

立
な
ど
。
 

ま
た
同
社
は
、
経
済
環
境
の

変
化
を
見
極
め
て
第
二
、
第
」
1
 

期
工
事
を
進
め
て
工
場
を
拡
張
、
 

最
終
的
に
は
従
業
員
も
三
百
五

十
人
ま
で
増
や
し
、
年
間
売
上

額
も
四
十
億
円
と
し
た
い
考
え

で
す
。
 

協
定
書
に
サ
イ
ン
す
る
佐
々
木
市
長
、
佐
藤
代
表
取
締

役
（
中
）
、藤
川
県
出
納
長
（左
）
 

(第710号)

[. ，;/ ~~""'" '~';' ，).ll~'" :.，.:'， <t:""~"'，;，:.~ .:.'¥.'" .j 

司lI!IIaニー、~プi!:2.~同ヰ;二 ~:りれ三企且且色 主，
唾員~!)'守--・_•• ':!'!~，'. _ 'i'，ム_;，..>>: 色ピー_____iT:r 

!;~: ..I同，、 -.
、"~;~~ ""-- ，... ~ ~)与 I '""‘...... _.~.....!‘ v 、

広報ごしょがわら③平成2年(1990年)5月1日

雇用拡大の

調
印
式
に
は
、
佐
藤
代
表
取

締
役
、
藤
川
直
迫
県
出
納
長
、

佐
々
木
市
長
の
ほ
か
、
山
口
徳

二
市
議
会
議
長
ら
関
係
者
二
十

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

藤
川
県
出
納
長
が
県
知
事
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
し
た
あ
と
、

佐
々
木
市
長
が
「
産
業
技
術
の

高
度
化
と
就
業
の
場
確
保
が
当

市
の
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る

と
き
に
、
地
域
の

ニ
l
ズ
に
こ

た
え
て
い
え
た
き
感
謝
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
、
こ
れ
に
対
し
て

佐
藤
代
表
取
締
役
は
「
関
東
で

は
従
業
員
の
確
保
が
難
し
く
、

人
的
資
源
の
確
保
な
く
し
て
企

業
の
発
展
は
あ
り
え
な
い
と
の

観
点
か
ら
漆
川
工
業
団
地
へ
の

進
出
を
決
定
し
た
も
の
で
、

地

元
の
経
済
発
展
に
貢
献
し
た
い
」

と
語
り
ま
し
た
。

同
社
は
、
漆
川
工
業
団
地
に

約

一
万
九
千
平
方
M
の
用
地
を

取
得
し
、
平
成
四
年
の
十
月
か

ら
操
業
を
開
始
す
る
予
定
で
、

当
初
は
地
元
会
品
・心
に
百
人
(
男

性
六
十
人
、
女
性
四
十
人
)
の

従
業
員
を
採
用
、
年
間
売
上
額

は
十
四
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま

立
な
ど
。

ま
た
同
社
は
、
経
済
環
境
の

変
化
を
見
極
め
て
第
二
、
第
三

期
工
事
を
進
め
て
工
場
を
拡
張
、

最
終
的
に
は
従
業
員
も
三
百
五

十
人
ま
で
増
や
し
、
年
間
売
上

額
も
四
十
億
円
と
し
た
い
考
え

で
す
。

協
伸
工
業
・
平
成
4
年
か
ら
操
業
開
始

漆
川
工
業
団
地
に
進
出
す
る

電
機

・
自
動
車
部
品
製
造
メ
ー

カ
ー
の
協
伸
工
業
側
(
本
社
・

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
、
小
島
義

明
・
佐
藤
喬
太
郎
代
表
取
締
役
)

と
県
・
市
の
工
場
立
地
協
定
調

印
式
が
四
月
十
六
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

協
定
書
に
サ
イ
ン
す
る
佐
々
木
市
長
、
佐
藤
代
表
取
締

役
(中
)、

藤
川
県
出
納
長
(
左
)

す。
製
造
品
目
は
、
自
動
車
向
け

電
機
部
品
、
コ
ネ
ク
タ
l
等
の

精
密
プ
レ
ス
金
型
、
ワ
イ
ヤ
ー

ハ
l
ネ
ス
、
プ
リ
ン
ト
基
板
組



（第710号）④ 

よ
ろ
し
く
 

お
願
い
し
ま
す
 

広報ごしょがわら 

平
成
ニ
年
度
の
行
政
連
絡
員
一
六
五
人
が決
ま
り
四
月
ニ
＋
四
日
、
 

市
民
文
化
会
館
で
委
嘱
状
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。
 

行
政
連
絡
員
は
、
市
民
と
市
役
所
を
結
ぶ
橋
渡
し
役
と
な
る
も
の

で
、
任
期
は
ニ
年
で
す
。
 

式
で
は
、
佐
々
木
市
長
が
「来
る
べ
き
ニ
＋
一
世
紀
に
向
け
て
、
 

活
力
あ
る
わ
が
郷
土
五
所
川
原
市
建
設
の
た
め
、
市
民
と
市
役
所

の
橋
渡
し
役
と
な
ら
れ
る
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

新
し
く
行
政
連
絡
員
に
な
ら
れ
た
の
は
、
次
の
方
々
で
す
。
 

（
敬
称
略）
 

平成 2 年（1990年）5 月1日 

▽
錦
町
 
長
内
千
代
吉
 

▽
幾
島
町
 
江
良
善
五
郎
 

▽
柏
原
町
 
高
松
三
雄
 

▽
上
平
井
町
 
気
田
勝
治
 

▽
平
井
町
 津
川
武
雄
 

▽
中
平
井
町
 
片
岡
敬
章
 

▽
下
平
井
町
 
木村
嘉
四
雄
、
 

磯
辺
勇
司
 

▽
さ
つ
き
町
 木
村
秀
夫
 

▽
敷
島
町
 開
米
尾
次
 

▽
東
雲
町
 
木
村

一
雄
 

▽
旭
町
 
一
戸
要
作
 

▽
大
町
 
姥
子
竹
次
郎
 

▽
寺
町

・
岩
木
町
 
福
士
孝
一
 

▽
末
広
・
新
宮
町
 
松
本
一
雄
 

▽
新
宮
町
 
原
三
五
一
 

▽
末
広
町
 
小
野
清
茂
 

▽
布
屋
町
 
渋
谷
武
治
 

▽
本
町
 
佐
々
木
彦
太
郎
 

マ
東
町
 
小
山
末
治
 

▽
弥
生
町
 
宮
野
淳
 

▽
鎌
谷
町
 
俵
谷
佐
之
一
 

▽
ー
ッ
谷
 
竹
谷
と
く
 

▽
鳥
森
 
木
村
孝
三
郎
 

▽
川
端
町
 
池
田
金
四
郎
 

▽
第
一
柳
町
 
鶴
谷
廉
之
助
 

▽
第
二
柳
町
 
葛
西
富
蔵
 
 

▽
成
田
町
 
蒔
田
照
明
 

▽
元
町
 
小
田
桐
繁
喜
代
 

▽
新
町
 
木
村
宗
勝
 

▽
田
町
 
木
村
秀
雄
 

▽
栄
町
 
江
良
直
義
 

▽
田
園
町
 
大
沢
拓
」
1
 

▽
十
川
町
 
西
村
喜
美
 

▽
平
和
町
 
今
美
喜
男
、
清
野
 

正
治
 

▽
雛
田
 
平
山
昭
三
 

▽
小
曲
 
佐
藤
洋
1
11
 

▽
沼
田
町
 
金
田
靖
子
 

▽
八
重
菊
 
浜
田
昭
信
 

（
松
島
団
地
」
）
 

▽
松
島
町
一
丁目
 
藤
田
善
太
 

β
 

良
 

▽
同
二
丁
目
 
野
呂
操

▽
同
三
丁
目
 
寺
田
正
一

▽
同
四
丁
目
 
葛
西
勇
三
郎

▽
同
五
丁
目
 
三
上
義
造

▽
同
六
丁
目
 
白
川
久
夫

▽
同
七
丁
目
 
鹿
内
武
典

▽
同
八
丁
目
 小
寺
喜
代
治
 

心
一
灘
議藤
舞
嬉
  )
 

▽
第
一
千鳥
町
 
原
田
市
太
郎
 

▽
千
鳥
町
 
北
浦
一
義
 

▽
湊
団
地
町
 吉
井
善
一
 

若

葉
地

区
 

▽
市
営
住
宅
 
成
田
敏
子

▽
県
営
住
宅
 
小
野
つ
柔

▽
第
一
町内
 
白
取
孝
一

▽
第
二
町
内
 
前
旬
栄
雄
 

（
梅
沢
地

区
）
 

▽
梅
田
 
前
田
誠
、
土
岐
雄
一
、
 

船
越
兼
太
郎
 

▽
中
泉
 
成
田
千
義
、
今
佐
太
 

白
「
 

尿
匹
』
』
し
 

▽
湊
 
平
山
弥
助
、
三
橋
兼
蔵
 

▽
姥
落
 木
村
三
四
郎
 

▽
猫
測
 
藤
田
藤
栄
 

▽
三
ッ
谷
 
岩
測
睦
男
 

▽
稲
実
 
加
藤
藤
男
、
木
村
勝
 

四
郎
、
木
村
ヒ
ロ
ミ
 

▽
広
田
 
毛
内
徳
栄
、
鹿
内
清
、
 

葛
西
松
男
 

▽
み
な
み
広
田
 
泉
二
郎
 

▽
七
ッ
館
 
葛
西
繁
夫
、
葛
西
 

喜
美
雄
 

▽
雇
用
促
進
住
宅
 
小
山
内
哲
 

夫
 

▽
み
ど
り
町
一
・
二丁
目
 
町
 

屋
て
つ
 
 

▽
同
二
丁
目
 
斎藤
シ
ゲ
子

▽
同
三
丁
目
 
小
野
栄
子

▽
同
四
丁
目
 
長内
武
男

▽
同
五
丁
目
 佐
々
木
睦
子

▽
同
六
丁
目
 
木
村
一
四五

▽
同
七
丁
目
 
赤
城
幸
雄

▽
同
八
丁
目
 
田中
ヤ
ェ
 

（
長
橋
地

区

）
 

▽
浅
井
 
工
藤
豊
恵
 

▽
福
山
 
小
田
桐
武
次
、
秋
元
 

喜
作
 

▽
杉
派
立
 
須
藤
作
市
 

▽
野
里
 
今
定
四
郎
 

▽
神
山
 
松
野
精
一
 

▽
松
野
木
 
長
尾
芳
彦
 

▽
福
岡
 
工
藤
為
四
郎
 

▽
若
山
 
清
野
光
郎
 

▽
石
田
坂
 
片
岡
重
義
 

▽
戸
沢
 
間
山
正
昭
 

▽
豊
成
 
土
岐
菊
己
 

（
七
和
地
区

、
）
 

▽
高
野
 
楠
美
浩
正
、
堀
内
謙
 

司
、
小
笠
原
惣
三
郎
 

▽
前
田
野
目
 
斎
藤
定
美
、
斎
 

藤
仁
右
衛
門
 

▽
持
子
沢
 
小
笠
原
謙
一
 

▽
羽
野
木
沢
 
宮
崎
浩
一
 

r
 

r
 

(第710号)④

平
成
二
年
度
の
行
政
連
絡
員
一
六
五
人
か
決
ま
り
四
月
二
十
四
日
、

市
民
文
化
会
館
で
委
嘱
状
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。

行
政
連
絡
員
は
、
市
民
と
市
役
所
を
結
ぶ
橋
渡
し
役
と
な
る
も
の

で
、
任
期
は
二
年
で
す
。

式
で
は
、
佐
々
木
市
長
が

「来
る
べ
き
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、

活
力
あ
る
わ
が
郷
土
五
所
川
原
市
建
設
の
た
め
、
市
民
と
市
役
所

の
橋
渡
し
役
と
な
ら
れ
る
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ

ま
し
た。

新
し
く
行
政
連
絡
員
に
な
ら
れ
た
の
は
、
次
の
方
々
で
す
。

(敬
称
略
)

広報ごしょがわら平成2年(1990年)5月1日

五
所
川
原
地
区

委嘱状交付式

マ
錦
町
長
内
千
代
吉

マ
幾
島
町
江
良
普
五
郎

マ
柏
原
町

高
松
三
雄

マ
上
平
井
町

気
回
勝
治

マ
一平
井
町

津
川
武
雄

マ
中
平
井
町

片
岡
敬
章

マ
下
平
井
町

木
村
嘉
四
雄
、

磯
辺
勇
司

マ
さ
つ
き
町
木
村
秀
夫

マ
敷
島
町
開
米
尾
次

マ
点
雲
町

木
村

一
雄

マ
旭
町

二
戸
要
作

マ
大
町

雌
子
竹
次
郎

マ
寺
町

・
岩
木
町

福
士
孝

A

マ
末
広

・
新
宮
町

松
本

一
雄

マ
新
宮
町

原
三
五
一

マ
末
広
町
小
野
清
茂

マ
布
屋
町

渋
谷
武
治

マ
本
町

佐
々
木
彦
太
郎

マ
東
町

小
山
末
治

マ
弥
生
町

宮
野
淳

マ
鎌
谷
町

俵
谷
佐
之

一

マ
一ッ
谷

竹
谷
と
く

マ
烏
森
木
村
孝
三
郎

マ
川
端
町
池
田
金
四
郎

マ
第
一
柳
町
鶴
谷
廉
之
助

マ
第
二
柳
町
葛
西
宮
蔵

マ
成
凶
町
蒔
田
照
明

マ
元
町
小
田
桐
繁
喜
代

マ
新
町
木
村
宗
勝

マ
出
町
木
村
秀
雄

マ
栄
町
江
良
直
義

マ
田
園
町

大
沢
拓
三

マ
ト
川
町
丙
村
喜
美

マ
平
和
町
今
美
喜
男
、
消
野

正
治
マ
雛
山
平
山
昭
一一

マ
小
曲
佐
藤
洋
三

マ
沼
町
町
金
田
靖
子

マ
八
重
菊
浜
田
昭
信

松

島

団

地

マ
松
島
町

一
丁
目

白
μマ
同
二
丁
目

マ
同
三
丁
目

マ
同
四

r日

マ
同
五
丁
目

マ
同
六
丁
目

マ
同
七
丁
目

マ
同
八
丁
口

藤
田
善
太

野
呂
操

寺
田
正
」

必
阿
勇
三
郎

一一一k
義
造

白
川
久
夫

鹿
内
武
典

小
寺
喜
代
治

湊

地

団

マ
第

一
千
鳥
町
原
旧
市
太
郎

マ
千
鳥
町
北
浦
-
義

マ
湊
団
地
町
吉
井
善

一

若

葉

地

区

マ
市
営
住
宅

マ
県
営
住
宅

マ
第
-
町
内

マ
第
二
町
内

成
田
敏
子

小
野
つ
ゑ

円
取
孝

一

前
旬
栄
雄

梅

沢

地

区

マ
梅
凹
前
田
誠
、
上
岐
雄
て

船
越
兼
太
郎

マ
中
山
水
成
田
千
義
、
今
佐
太

白
H
H

栄

士也

マ
湊
平
山
弥
助
、

二一
橋
萩
蔵

マ
姥
泊
木
村
三
四
郎

マ
猫
捌
藤
田
藤
栄

マ
二
.
ッ
谷
宕
淵
睦
男

マ
稲
実

加
藤
藤
男
、
木
村
勝

四
郎
、
木
村
ヒ
ロ
ミ

マ
広
凶
毛
内
徳
栄
、
鹿
内
町
、

お
西
松
男

マ
み
な
み
広
田
泉
二
郎

マ
七
ッ
館
必
西
繁
夫
、
必
丙

喜
美
雄

マ
雇
用
促
進
住
宅
小
山
内
哲

夫マ
み
ど
り
町
一
・
ニ
ド
日

屋
て
つ

区

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

マ
同
二

r日

マ
同
三
丁
目

マ
同
問
了

u

マ
同
五
丁
目

マ
同
六

r目

マ
同
七
丁

u

マ
同
八
丁
目

斎
雄
、ンゲ
rr

小
肝
栄
チ

長
内
武
男

佐
々
木
睦
子

木
村

一
四
五

赤
城
幸
雄

田
中
ヤ
エ

長

橋

地

区

マ
浅
井

マ
福
山

喜
作
マ
杉
派
立
須
藤
作
市

マ
野
里
今
定
問
郎

マ
神
山
松
野
村
a

マ
松
野
木
長
尾
芳
彦

マ
福
岡
工
藤
為
四
郎

マ
若
山
市
野
光
郎

マ
石
田
坂
片
岡
市
一
義

マ
戸
沢
間
山
正

m

マ
登
成
上
岐
菊
己

工
雌
笠
忠

小
田
桐
武
次
、
秋
元

七

和

地

区

阿I

マ
高
野
楠
美
浩
正
、
堀
内
謙

司
、
小
笠
原
惣
三
郎

マ
前
凹
野
目
斎
牒
定
美
、
斎

藤
仁
お
衛
門

マ
持
子
沢
小
笠
原
謙
一

マ
羽
野
木
沢
宮
崎
浩
一
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良β 

▽
原
子
 
柳
原
政
次
郎
、
伊
藤
 

俊
彦
 

▽
俵
元
 
伊
藤
博
治
 

叫
松
島
地
区
。）
 

▽
吹
畑
 
木
村
博
一
 

▽
唐
笠
柳
 
太
田
永
作
 

▽
石
岡
 
寺
田
一男
 

▽
水
野
尾
 
小
田
桐
助
勝
、
太
 

田
章
一
 

▽
漆
川
 
吉
村
嘉
右
衛
門
 

▽
太
刀
打
 
山
形
隆
一
 

▽
桃
崎
 
荒
関
武
美
 
 

▽
尻
無
 
山
田
実
 

▽
一
野
坪
 
永
沢
定
義
 

▽
石
畑
 
対
馬
武
美
 

▽
前
落
・
中村
 
小
野
美
智
博
 

▽
馬
性
 
高
橋
天
進
 

▽
野
崎
 高
橋
義
美
 

▽
田
中
 
小
野正
清
 

▽
悪
戸
・
宮
田
 
高
橋博
士
 

▽
川
代
田
 
工
藤
義
美
 

▽
米
田
 
工
藤
力
夫
 

▽
二
本
柳
 
蒔
田
豊
作
 

（
飯
詰
地

区
）
 

本
紙
四
月
十
五
目
万
でも
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
市
役
所

は
、
6
月
第
4
土
曜
日
（2
3日
）
 

か
A
第
2
・
第4
土
曜
日
が
「閉

庁
（
休
み
）
と
な
り
ま
す
。
 

閉
庁
土
曜
日
に
は
、
日
曜
日

と
同
様
に
、住
民
票
の
写
し
、
 

戸
籍
謄
・
抄
本
、
印
鑑
証
明
、
 

資
産
証
明
、
納
税
証
明
お
よ
び

各
種
証
明
書
の
交
付
業
務
も
休

み
と
な
り
ま
す
。
 

た
だ
し
、
警
備
員
室
で
の
戸

籍
届
出
の
受
け
付
け
お
よ
び
埋

火
葬
許
可
証
の
発
行
は
今
ま
で

ど
お
り
行
い
ま
す
。
 

▽
坂
上
 
長
峰
勝
義
 

▽
南
新
 
乳井
光
夫
 

▽
北
新
・
中
町
 
長
峰
政
雄
 

▽
新
町
・
大
町
 山
口
賢
吉
 

▽
伝
助
町
・
下
町
 三
浦
利
雄
 

▽
大
正
町
 
竹
林
正
義
 

▽
大
日
町
 
柳
原
幸
枝
 

▽
南
下
・
中
下
 
島
村
俊
雄
 

▽
長
坂
 
平
山
正
治
 

▽
曙
町
 
岡
田
晴
正
 

▽
興
隆

・
朝
日
 
沼
宮
内
秀
夫
 

▽
下
岩
崎
 
其
田
み
よ
の
 

▽
五
本
松
・
北
下
 
三
上兼
四
 

市
の
業
務
の
う
ち
、
特
に
市

民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
を
与
え
る

と
思
わ
れ
る
次
の
施
設
（
業務
）
 

は
、
第
2

・
第
4
土
曜
日
も
休

ま
ず
業
務
を
行
い
ま
す
。
 

市
民
生
活
関
連
・
・
茜北
中
央
病

院
、
下
水
道
浄
化
セ
ン
タ

ー
 

水
道
配
水
業
務
、
消
防
署

清
掃
関
連
…
ご
み
収
集
、
野
里

不
燃
物
埋
立
地
（
一
般廃
棄

物
処
分
場
）
 

福
祉
関
連
…
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 
 

▽
下
村
 
今
実
 

▽
上
町

・
寺
町
 
中
谷
庄
左
衛
 

日
ー
 

（
『三
好
地

区
」
）
 

▽
鶴
ケ
岡
 
開
米
正
義
、
葛
西
 

喜
代
治
、
安
藤
正
男
 

▽
藻
川
 
小
林
幸
吉
、
 一
戸
助
 

六
、
 一
戸
健
太
郎
、
川
浪
三
郎
 

兵
衛
 

▽
高
瀬
 
田
中
長
作
 

▽
福
井
 
小
笠
原
一
郎
 

福
祉
会
館
、
森
の
家
 

教
育
関
連
・
・
小・
中
学校
、
働

く
婦
人
の
家
、中
央
公
民
館
、
 

国
連
青
少
年
の
家
 

文
化
・
体
育
関
連
・
・
市民
文
化

会
館
、
図
書
館
、
市
民
体
育

館
、
歴
史
民
俗
資
料
館
、
三

道
会
館
、
旧
平
山
家
 

そ
の
他
…
葬
斎
苑
、
動
労
青
少

年
ホ
ー
ム
、
勤
労
者
野
外
活

動
施
設
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ

ー
 

（
中
川
地

区
）
 

▽
川
山
（上
）
 秋
田
皿
丙

▽
同
（
中
）
 
藤
森
邦
四
郎

▽
同
（下
）
 藤
森
武
松

▽
沖
飯
詰
 
石
谷
一
昭

▽
桜
田
 
古
川
留
作

▽
中
泊
 
館
山
富
作

▽
種
井
 
奈
良
岡
清
三
郎

▽
田
川
 
新
谷
俊
雄
 

（
毘
沙
門
地
区
）
 

▽
毘
沙
門
 
北川
要
二
郎
 

N
T
T
五
所
川
原
支
店
（
大

久
保
元
司
支
店
長
）
は
四
月
九

日
、
社
会
体
育
に
役
立
て
て
く
 
 

▽
旭
・
新
田
 
津
田
昭
三
 

▽
中
崎
 成
田
正
栄
 

▽
共
栄
 
三
ケ田
典
造
 

▽
中
野

・
川
端
 
山
口
衛
一
 

▽
長
富
（
上
）
 増
田
光
信
 

▽
同
（中
）
 
高橋
聡
允
、
斎
藤
 

秀
成
 

▽
同
（
下
）
 
木
村
千
代
作
 

だ
さ
い
と
ゼ
ッ
ケ
ン
百
組
を
市
 

に
寄
贈
、
大
久
保
支
店
長
が
釜
 

落
教
育
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
社

会
体
育
の
各
種

ス
ポ
ー
ッ
教
室

等
に
役
立
て
る
 

こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
 

本年 6月第 4 土曜日（23日）から 

市役所は第2・第 4 

土曜日が休みとなります 

西
北
中
央
病
院
・
清
掃
 

な
ど
は
休
み
ま
せ
ん
 

ゼ
ッ
ケ
ン
百
組
を
寄
贈
 

N
T
T
五
所
川
原
支
店
 

釜蒐教育長（左）にゼッケンを手渡す
大久保支店長 

マ
坂
上
長
峰
勝
義

マ
南
新
乳
井
光
夫

マ
北
新

・
中
町
長
峰
政
雄

マ
新
町

・
大
町
山
口
賢
吉

マ
伝
助
町

・
下
町

三
一
浦
利
雄

マ
吹
畑
木
村
博

一

マ
大
正
町
竹
林
正
義

マ

唐

笠

柳

太

田

、

永

作

マ

大

日

町

柳
原
幸

枝

マ

鶴

ヶ

岡

開

米

正

義

、

葛

西

マ
石
岡
寺
田

一
男

マ

南

下

・
中
下
島
村
俊
雄

喜
代
治
、
安
藤
正
男

マ

水

野

尾

小

田

桐

助

勝

、

太

マ

長

坂

平

山

正

治

マ

藻

川

小

林

幸

吉

、

二

戸

助

田
章

一

マ

曙

町

岡

田

晴

正

六

、

二

戸

健

太

郎

、

川

浪

三

郎

マ

漆

川

吉

村

嘉

右

衛

門

マ

興

隆

・

朝

日

沼

宮

内

秀

夫

兵

衛

マ
太
万
打
山
形
隆

一

マ

下

岩

崎

其

田

み

よ

の

マ

高

瀬

田

中

長

作

マ

桃

崎

荒

関

武

美

マ

五

本

松

・
北
下

三

上

兼

四

マ

福

井

小

笠

原

一

郎

マ

毘

沙

門

北

川
要
二
郎
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本
紙
四
月
十
五
日
口
号
巧
で
も
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
市
役
所

は、

6
月
第
4
土
曜
日
(お
日
)

か
ら
第
2
・第
4
土
曜
日
が
「
閉

庁」
(休
み
)
と
な
り
ま
す
。

閉
庁
土
曜
日
に
は
、
日
曜
日

と
同
様
に
、
住
民
票
の
写
し
、

戸
籍
謄

・
抄
本、

印
鑑
証
明
、

資
産
証
明
、
納
税
証
明
お
よ
び

各
種
証
明
書
の
交
付
業
務
も
休

み
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
警
備
員
室
で
の
戸

籍
届
出
の
受
け
付
け
お
よ
び
埋

火
葬
許
可
証
の
発
行
は
今
ま
で

ど
お
り
行
い
ま
す
。

(第710号)

マ
原
子

俊
彦
マ
俵
元
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柳
原
政
次
郎
、
伊
藤

伊
藤
博
泊

松

島

地

区

本年6月第4土曜日 (23日)から

マ
尻
無
山
田
実

マ
一
野
坪
永
沢
定
義

マ
石
畑
対
馬
武
美

マ
前
蒲
・
中
村
小
野
美
智
博

マ
馬
性
高
橋
天
進

マ
野
崎
高
橋
義
美

マ
田
中
小
野
正
清

マ
悪
戸

・
宮
田
高
橋
博
士

マ
川
代
田
工
藤
義
美

マ
米
国
工
藤
力
夫

マ
二
本
柳
蒔
田
豊
作

飯

詰

地

区

門ママ郎
上下
回Iキナ

寺今
町実

中
谷
庄
左
衛

三

好

地

区

西
北
中
央
病
院
・
清
掃

な
ど
は
休
み
ま
せ
ん

市
の
業
務
の
う
ち
、
特
に
市

民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
を
与
え
る

と
思
わ
れ
る
次
の
施
設
(
業
務
)

は
、
第
2
・
第
4
土
曜
日
も
休

ま
ず
業
務
を
行
い
ま
す
。

市
民
生
活
関
連
・
・
・
西
北
中
央
病

院
、
下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー

水
道
配
水
業
務
、
消
防
署

清
掃
関
連
:
・
ご
み
収
集
、
野
里

不
燃
物
埋
立
地
(
一
般
廃
棄

物
処
分
場
)

福
祉
関
連
・
:
養
護
老
人
ホ
l
ム

福
祉
会
館
、
森
の
家

教
育
関
連
・
:
小
・
中
学
校
、
働

く
婦
人
の
家
、
中
央
公
民
館
、

国
連
青
少
年
の
家

文
化
・
体
育
関
連
・
:
市
民
文
化

会
館
、
図
書
館
、
市
民
体
育

館
、
歴
史
民
俗
資
料
館
、

三
一

道
会
館
、
旧
平
山
家

そ
の
他
:
・
葬
斎
苑
、
勤
労
青
少

年
ホ
l
ム
、
勤
労
者
野
外
活

動
施
設
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

マ
旭
・
新
田
津
田
昭
一二

マ
中
崎
成
田
正
栄

マ
共
栄

三
ヶ
田
奥
造

マ
中
野
・
川
端
山
口
衛

一

マ
長
富
(上
)

増
田
光
信

マ
同
(中
)

高
橋
聴
允
、
斎
藤

秀
成
マ
同
(下
)

中

川

地

区

マ
川
山
(上
)

秋
田
平
内

マ
同
(中
)
藤
森
邦
四
郎

マ
同
(
下
)
藤
森
武
松

マ
沖
飯
詰
石
谷

一
昭

マ
桜
田
古
川
留
作

マ
中
泊
館
山
富
作

マ
種
井
奈
良
岡
清
三
郎

マ
田
川
新
谷
俊
雄

毘
沙
門
地
区

木
村
千
代
作
加
料

ゼ
ッ
ケ
ン
百
組
を
寄
贈

N
T
T
五
所
川
原
支
庖

だ
さ
い
と
ゼ
ッ
ケ
ン
百
組
を
市

に
寄
贈
、
大
久
保
支
唐
長
が
釜

沼
教
育
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
社

会
体
育
の
各
種

ス
ポ
ー
ツ
教
室

等
に
役
立
て
る

こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

N
T
T
五
所
川
原
支
庖

(大

久
保
元
司
支
底
長
)
は
四
月
九

日
、
社
会
体
育
に
役
立
て
て
く

釜落教育長(左)にゼッケンを手渡す

大久保支庖長



＝三職訓短天で天学式 

新入生を代表し宣誓する外崎義明さん 

社会福祉1z:bi 00万田寄：付 

本町切葛西さ弘j 

佐々木市長（右）に手渡す葛西さん（中）、左は
小山田社会福祉協議会長 

本町の葛西英機さんは 4 月18日、市役所を訪

れ社会福祖：にと100万円を寄附、小山田鳳隆市

て 社会福祖：協議会長立ち合いのもと佐々木市長に

手渡しました。 

これは、去る 3 月30日に亡くなられたご尊父

専造さんのご遺志によるものです。 

聾維難鷲畿轟 
市立高等看護学院（山形明義学院長）で平成 

2 年度の入学式が 4 月13日、同学院で行われま

した。 式では山形学院長が 「看護の神随を身に

つけ、一歩一歩確実に進んでください」 と式辞

を、佐々木市長、LI」口徳ニ市議会議長、上級生

を代表して一帯川ネ豊子一さんがそれそ。れ祝辞を述べ

ました。 

最後に、入学生を代表して北マ畢恵さんが 「ナ

イチンゲール精神を胸に精進します」 と誓いの

ことばを述べ式を糸冬えました。 

平成 2 年（1990年）5 月1日 
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青森職業訓練短期大学校（戸マ畢一光校長）で 

4 月 9 日、平成 2 年度の入学式が行われました。 

式では戸津校長が 「知徳体のバランスの取れ

たエンジニアをめざしてください」 と式辞を、 

また来賓として佐々木市長が 「今日の喜びを忘

れることなく、精いPぱい頑張ってください」 

と祝辞を述べました。 

これに対して新入生代表の外崎義明さんが 

「学業と技術の習得、教養の向上に努めます」 

と宣誓しました。 本年度は、機械、電子・情報、 

制御のシステム系に合わせて97メ、（うち女子11 

人） が入学し、エンジニアとして第一歩を踏み

出しました。 

泥上げに精を出す参加者たち 

春の『之「i「トり i舜編名‘作戦 

清」潔雫き」’れ二じ、ミなiiI「’ま「」琴を 

市では、今年も 4 月20日から 「春のクリーン

作戦」 を開始しました。 これは、市民と行政が

協力して住みよいきれいな環境をつくろうと、 

町内会連合会、市などが実施しているものです。 

初日の20日には、佐々木市長をはじめ、気田

勝治町内会連合会長など関係者糸勺30人とダンフ。 

カーなどの車両 6 台が旧ロータリーに集合。 そ

の後、 2 班に別れ、約 2 時間にわたって実施さ

れました。同作戦は 4 月いっぱい行われました。 

新入生を代表し、誓いのことばを述べる北津恵さん 

平成2年(1990年)5月1日 広報ごしょがわら (第710号)⑥

新入生を代表し宣誓する外崎義明さん

佐々木市長(右)に手渡す葛西さん(中)、 左は

小山田社会福祉協議会長

本町の葛西英機さんは 4月18日、市役所を訪

れ社会福祉にと 100万円を寄附、小山田鳳隆市

社会福祉協議会長立ち合いのもと佐々木市長に

手渡しました。

これは、去る 3月30日に亡くなられたご尊父

専造さんのご遺志によるものです。

市立高等看護学院(山形明義学院長)で平成

2年度の入学式が4月13日、同学院で行われま

した。式では山形学院長が「看護の神随を身に

つけ、 一歩一歩確実に進んでくださしりと式辞

を、佐々木市長、山口徳二市議会議長、上級生

を代表して帯川櫨子さんがそれぞれ祝辞を述べ

ました。

最後に、入学生を代表して北津恵さんが「ナ

イチンゲール精神を胸に精進します」と誓いの

ことばを述べ式を終えました。

青森職業訓練短期大学校(戸津一光校長)で

4月 9目、平成 2年度の入学式が行われました。

式では戸津校長が「知徳体のバランスの取れ

たエンジニアをめざしてください」と式辞を、

また来賓として佐々木市長が「今日の喜びを忘

れることなく、精し九っぱい頑張ってください」

と祝辞を述べました。

これに対して新入生代表の外崎義明さんが

「学業と技術の習得、教養の向上に努めます」

と宣誓しました。本年度は、機械、電子 ・情報、

制御のシステム系に合わせて97人(うち女子11

人)が入学し、エンジニアとして第一歩を踏み

出しました。

泥上げに精を出す参加者たち

市では、今年も 4月20日から「春のクリーン

作戦」を開始しました。これは、市民と行政が

ta力してf主みよいきれいな玉東±党をつくろうと、
町内会連合会、市などが実施しているものです。

初日の20日には、佐々木市長をはじめ、気回

勝治町内会連合会長な ど関係者約30人とダンプ

カーなどの車両 6台が旧ロータリーに集合。そ

の後、 2班に別れ、約 2日寺聞にわた って実施さ

れました。同作戦は 4月いっぱし叶子われました。

新入生を代表し、誓いのことば、を述べる北津恵さん
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商店、農業経営者などで計量器を使用してい

る方は、年 1 回の定期検査を！必ず受けてくださ 

し、 

く注意事項〉 

①検査当日は、通知書（はがき）、印鑑、検査料 

（種類によって異なる） をご持参ください。 

②検査を受けない計量器は使用することができ

ません。 

③通知書記載の期日に検査を受けられない方は、 

他の場所でも受けられます。 

④期間中に検査を受けないと県計量検定所（青

森市八ツ役字芦谷”0177⑩8555番）で受検し

なければなりません。 

実 	施 	期 	日 実 施 場 所 

5 月21日卿 

10: 00-42:00 毘沙門・長富コミュニテ
イセンター 

13】00一 -14 】 30 コミュニテイセンター飯 
ョ士 
ロ口 

5 月22日因 10:00~15: 00 五所川原市農業協同組合
三好支所 

5 月23日水 

1O:00-11:30 コミュニテイセンター中
川 

13:00-45:00 津軽中央農業協同組合吹
畑支所 

5 月24日（木） 

io:oo- 」1i :30 五所川原市農業協同組合
栄支所 

13:00-14:00 梅沢コミュニテイセンタ 

5 月25日圏 

10: oo--ii: 30 
コミュニテイセンタ―長
橋 

13: 00 -14: 00 コミュニテイセンター七
和 

5 月28日卿 10:00-45:00 中央集会所 
（上平井町 I日郵便局跡） 

5 月29日因 10:00-15:00 同 	上 

5 月30日（オく〕 10: 00~15】 00 五所川原市民文化会館 

5 月31日けd 10: 00~15】 00 同 	上 

新鮮な野菜、魚などを市価より安く皆さんの 

食卓に提供しようという‘恒例の朝市です。 

レ開設期間 5 月15日～11月30日 

レ開設時間 午前 4 日寺～ 7 時 

レ開設場所 市庁舎前お祭り広場 

※出店希望の方は 「朝市の会」 （代表村本鷹志 

廿（⑩8786番）へお申し込みください。 

「国民年金より個人年金に加入しようかな」 

という話しを聞くことがあります。 

国民年金と個人年金は同じ 『年金』 といって

も性格や役割が異なります。 

国民年金は、国の社会保障制度のひとつで、 

国が運営し、すべての人が助け合っていこうと

いう相互扶助の制度でトす。 

個人年金は、私的年金といわれ、公自勺年金な

どで満たされなし可固人の様々な必要性にあわせ

て加入する、 いわば、貯蓄の一種なのです。 

国民年金カイ固人年金かの二者択一ではないの

です。 

国民年金に加入し、その上で、自分の老後の

生活設計や経済的余裕などを考えあわせ必要て二

あれば個人年金に加入するということなのです。 

相談無料・秘密厳守 
次のようなことでお‘悩みの方に、 

D家族間によるものー夫婦のいざこざ、遺産相 

続、老後の扶養 

ン近隣関係によるもの一近所の騒音、近所の悪 

臭公害、土地境界の争い 

レ学校・職場内のもの一生徒間のいじめ、先生 

による体罰、就職の際の差別 

このほか、登記・借地・借家に関する問題、 

交通事故に科三うもの、 その他についても本目談に 

1it5じます。 

お困りのときは、青森地方法務局五所川原支 

局（"（⑩2330番） または、お近くの人権擁護委 

員にご木目言炎ください。 

本市の人権擁護委員は次の方々です。（敬称略） 

尾崎 正雄（田 町）廿（⑩）2 6 2 4 番 

木村 資（鎌谷町）"（⑩ 24 93 番 

対馬 郁夫（松島町）か（⑩ 3 1 2 1 番 

高橋 武一（藻 川）か（⑩ 2 7 9 4 番 

小田桐一雄（元’町）"（⑩ 1 2 9 3番 

長尾 良治（松野木）廿（四）39 6 2 番 

船水 信一（飯 詰）胃唾1>2 1 2 7 番 

原 芳江（松島町）廿（③5>8 5 9 0 番 

山谷 清（元 町）か（③5>3 0 3 5 番 

05月の人権相談日 

11日、18日、25日 

レ時間 午前10時～午後 3時 

レ場所 市役所内市民相談室 

といって 

, 

, 
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商庖、農業経営者などで計量器を使用してい

る方は、年 1回の定期検査を必ず受けてくださ

しミ。

く注意事項>

①検査当日は、通知書(はがき)、印鑑、検査料

(種類によって異なる)をご持参ください。

②検査を受けない計量器は使用することができ

ません。

③通知書記載の期日に検査を受けられない方は、

他の場所でも受けられます。

④期間中に検査を受けないと県計量検定所(青

森市八ツ役字芦谷宮0177⑩8555番)で受検し

なければなりません。

実 施 期 日

10:00-12: 00 

5月21日(月)

13:00-14:30 

5月22日仏:) 10:00-15:00 

10: 00-11 : 30 

5月23日休)
13:00-15:00 

10: 00-11: 30 

5月24日(木)

13:00-14:00 

10:00-11:30 

5月258幽

13:00-14:00 

5月28日(月) 10:00-15:00 

5月29BUz) 10・00-15:00

5月初日!*) 10・00-15:00

5月31日休) 10: 00-15: 00 

実 施 場 所

毘沙門・長富コミ ュニテ
イセンター

コミュニティセンター飯
三土
ロロ

五所川原市農業協同組合
三好支所

コミュニティセンター中
)11 

津軽中央農業協同組合吹
畑支所

五所川原市農業協同組合
栄支所

梅沢コミ ュニティセンタ

コミュニティセンター長
橋

コミュニティセンター七
和

中央集会 所
(上平井町旧郵便局跡)

同 上

五所川原市民文化会館

同 上

新鮮な野菜、魚などを市価より安く皆さんの

食卓に提供しようという恒例の朝市です。

[>開設期間 5月15日-11月30日

[>開設時間午前4時-7時

[>開設場所 市庁舎前お祭り広場

※出居希望の方は「朝市の会J (代表村本贋志

告⑮8786番)へお申し込みください。

「国民年金より個人年金に加入しょうかな」

という話しを聞くことがあります。

国民年金と個人年金は同じ『年金』

も性格や役割が異なります。

といって

国民年金は、国の社会保障制度のひとつで、

国が運営し、すべての人が助け合っていこうと

いう相互扶助 の制度です。

個人年金は、私的年金といわれ、公的年金な

どで満たさ れ ない個人の様々な必要性にあわせ

て加入する、いわば、貯蓄の一種なのです。

国民年金か個人年金かの二者択一ではないの

です。

国民年金に加入し、その上で、 自分の老後の

生活設計や経済的余裕などを考えあわせ必要で

あれば個人年金に加入するということなのです。

相談無料・秘密厳守
次のようなことでお悩みの方に、

[>家族聞によるもの 夫婦のいざこざ、遺産相

続、老後の扶養

[>近隣関係によるものー近所の騒音、

臭公害、土地境界の争い

近所の悪

じ〉学校・ 職場内のもの一生徒聞のい じめ、

による体罰、就職の際の差別

先生

このほか、登記 ・借地 ・借家に関する問題、

交通事故に伴うもの、 その他 についても相談に

応、じます。

お困 りのときは、青森地方法務局五所川原支

局(宮⑪ 2330番)または、お近くの人権擁護委

員にご相言炎くださし、。

本市の人権擁護委員は次の方々です。(敬称略)

尾崎正雄(田 町) 宮⑪ 26 2 4番

木村 資(鎌谷町) 宮⑪ 24 9 3番

対馬郁夫(松島町-) ft⑪ 3 1 2 1番

高橋武一(藻 }11) 宮⑮ 2794番

小田桐一雄(元 '町) 宮⑮ 1293番

長尾良治(松野木)宮⑫ 3962番

船水信一(飯詰)宮⑪ 21 2 7番

原 芳江(松島町) 宮⑮ 8 5 9 0番

山谷 清(元町)宮⑮ 3035番

~ 5 月の人権相談 日

11日、 18日、 25日

[>時間午前10時 ~午後 3時

[>場所市役所内市民相談室
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売民  自I然 観察 
ン期日 5 月20日 （日） 

レ会場 飯詰味U曾ケ沢野鳥の村（家） 

レ講師 日本野鳥の会々員、津軽植物の会々員 

レ参加料 無耕斗（ただし、バス利用者はバス代 

として600円） 

ン主催 市教育委員会 

）申し込み 5 月15日までに教育委員会社会教 

育課（か（③5)21 11番 内線248番）へ 

＞その他 

1．市民文化会館から 9時にバスが出ます。 

2 ．直接会場へ集合される方は、午前 9時30分 

難傘tら主【え三と「二趣味の！教室議 
r 奪掌琶竺勤労者青少「年‘ポ：警Zぐ竺竺婆「言 

レ受講資格 市内に住所または勤務先を有する 

勤労青少年（15歳～30歳までの人） 

レ受講料 無耕i斗 

レ期間 前其月 5 月22日～ 7 月27日 

レ受講日寺問 午後 6時30分～ 8日寺30分 

ン申し込み締切 5 月21日 （月） まて、 

ン申し込み先 勤労青少年ホーム（か⑨3602番） 

募集内容 

曜日‘ 教 室 名 定員 回数 内 	一容 

火
  

料 	理 15 10 和・洋・中華など 

陶 	芸 12 10 焼 物 の 基 本 

茶 	道 10 10 お茶の基本（裏千家） 

水 社交ダンス 30 10 やさしく踊れる基本 

木
  

生 	け 	花 15 10 小 	原 	流 

ボールペン字 10 10 実用ボールペン字 

着 	付 10 10 着こなしのポイント 

金 組 	ひ 	も 10 10 各種基本から完成まで 

世代の移り変りとともに生活様式が一変し、 

これまで使われてきた生活用品、農具等は顧み

られなくなりました。 これらを後世に伝えるた

め歴史民俗資恥I館では収集・保存・展示してお

ります。 皆様で不用のものがありましたらご寄

贈下さるようお願いいたします。 

連絡先 五所川原市歴史民俗資料館 

TEL 35一9555 

までに集合してください。 

3.昼食、筆記用具、長靴をご持参ください。 

4 ．雨天の場合は野鳥の家で実施します。 

5 ．観察は、野鳥と野草に分かれて1司時に行な 

いますからどちらか一方に参加することに 

なります。 

6 ． お申し込みの際 「バス利用の有無」 と 「雀見 

察種目」 をお,知らせください。 

※ 「野鳥の家し は、 9月30日まで開放します 

のでさ、学校、団体、家族等でト自然観察、 レ 

クリエーショ ンの場にご利用ください。 

みんニな二の教‘室三受講生募集 
中央公民館 

今、何かを始めてみませんカ 

レ期間 5 月末～12月ごろ 

ン内容 健康、豊かな人生、 レクリエーション、 

発表会など先生をお迎えして楽しみながら！学

習します。 

レ受講料 無料（ただし、実費は必要です） 

レ申し込み方法 ハガキに希望教室名、イ主所、 

氏名、年齢、」生別、電話番号を記入のうえ、 

お申し込みください。（希望教室は一人で一教

室です） 

レ申し込み締切 5 月15日 （各教室とも先着順

で定員になり次第締め切りとなります） 

※お申し込みやお問い合わせは、市中央公民館 

（市内鎌谷町117-7 廿（ ,)6056番）へどうそ％

募集内容 

教室名 曜日 時 	間 定員 講 師 名 
午10:00~ 裏「家 

茶 	道 水 前 	12 】 00 20 浜田 宗近先生 

生 	花 木 
10 :00~ 

12 : 00 20 
遠州流 
渋谷 とく先生 

生 	花 水 
10 : 00- 

12 : 00 15 
小原流 
鰐田 和子先生 

10 : 00- 
料 	理 木 12 : 00 30 山本 	淳先生 

洋 	裁 土 10 : 30- 
12 : 00 

何名

でも 
野呂三枝子先生 

10 : 00- 
着 	付 金 12 】 00 30 鶴谷公美子先生 

ち ぎ り 絵 木 
10: 00- 

12 : 00 20 神 貴美子先生 

コ ー ヒ ー 月 
9: 30-

ii: 00 20 小栗山隆志先生 

書 	道 水 
10: 00-

12: 00 25 
東奥書道 
時田 智子先生 

ス ポ ― ッ 火 
10 : 00- 

12 : 00 60 藤田 妙子先生 

ダ 	ン 	ス 木 
9: 30-

ii: 30 30 田沢 俊一先生 

10 : 00- 
藤 	手 	芸 ノく 12 : 00 20 藤森 せっ先生 

日 本 舞 踊 金 
10: 00-

12 : 00 
何名

でも 
藤間 綾彩先生 

‘ノ
 

[
 
 ワ

Jレ
 

ク
ノ
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パキ
 
チ

j
  

木 
9: 30- 

ii: 30 20 三上 久子先生 
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襲襲島開雪雲覇軍金襲襲
c>期日 5月20日(日)

c>会場飯詰味噌ケ沢野鳥の村(家)

じ〉講師 日本野鳥の会々品、津軽植物の会々n
c>参加料無料(ただし、パス利用省はパス代

として600円)

じ〉主催 市教育委員会

c>申し込み 5月15日までに教育委員会社会教

育課(宮⑮ 2111番内線248苔)へ

c>その他

1 .市民文化会館から 9時にパスが出ます。

2 .直接会場へ集合される方は、午前 9時30分

c>受講資格 市内に住所または勤務先を有する

勤労青少年(15歳 -30歳までの人)

仁〉受講料無料

c>期間前期 5月22円-7月27日

c>受講時間午後 6時 30分 - 8[1寺30分

c>申し込み締切 5月21日(月)まで

c>申し込み先 勤労青少年ホーム (n⑪3602苔)

募集内容

H翌日・ 教室名 定員 回数 内 H廿=・

料 理 15 10 和・洋・中華など

火 F旬 + τE 12 10 焼物 の 基 本

茶 進 10 10 お茶の基本(裏千家)

* 社交ダンス 30 10 やさしく踊れる基本
生 rt 花 15 10 原 J荒

木 ボールペン字 10 10 実用ボールペン字

者 付 10 10 着こなしのポイン卜

金 キ豆 ひ も 10 10 各種基本から完成まで

世代の移り変りとともに生活様式が一変し、

これまで使われてきた生活用品、足基兵等は顧み

られなくなりました。これらをf愛世上にイ云えるた

め歴史民俗資料館では収集・保存 ・展示してお

ります。皆様で不用のものがありましたらご寄

贈下さるようお願いいたします。

連絡先 五所川原市歴史民俗資料館

T E L 35-9555 

までに集合してくださし」

3. 昼食、筆記用具、長靴をご持参ください。

4. 雨天の場合は盟f烏の家で実施します。

5. 観察は、野鳥と野草に分かれて同時に行な

いますからどちらか一 方に参加することに

なりますー。

6. お申し込みの際「ノfス利用の有無」と「観

察種目」をお知らせくださ~，。

※「里子烏の家」は、 9月30日まで開放します

ので、予校、間体、家族等で自然、観察、レ

クリエーションの場にご利用くださ ~' o

今、fUIかを始めてみませんか......

b期間 5月末-12月ごろ

じ〉 内容 健康、豊かな人生、レクリェーション、

発表会など先生をお迎えして楽しみながら学

習します。

c>受講料無料(ただし、実質は必要です)

c>申し込み方法 ノ、ガキに希望教室名、住所、

氏名、年齢、性別、電話番号を記入のうえ、

お申し込みください。(希望教室は一人で一教

室です)

c>申し込み締切 5月15日(各教室とも先着順

で定員になり次第締め切りとなります)

※お申し込みやお問い合わせは、市中央公民館

(市内鎌谷町 117-7宮⑮ 6056番)へどうぞ。

募集内容

教室名 阪日 H寺 間 定員 講師名

3長 道 * 
午10:00-

20 
裏千草

話I 12: 00 浜田宗近先生

生 fE 木
10: 00-

20 
遺州流

12: 00 渋谷 とく先生

生 花 水
10: 00-

15 
小原流

12 : 00 鰐田和子先生

料 f型 木
10: 00-

30 山本 浮先生12: 00 

I芋 裁 上
10: 30- f可名

里子呂三校子先生12: 00 でも

-d 付 金
10: 00-

30 鶴谷公美子先生12・00

ちぎり絵 木
10: 00-

20 神賞美子先生12 : 00 

コーヒー 月 9: 30- 20 小栗山隆志先定11 : 00 

，;l主' 道 水
10: 00-

25 
東奥，守道

12 : 00 Il:字国 利子先生

スポーツ 火
10: 00-

60 雄凶妙子先生12 : 00 

ダ ン ス 本
9: 30-

30 凹沢俊一先生11 : 30 

自棄 予 三一一仲E 火
10・00-

20 藤森せつ先生12 : 00 

U 本舞踊 金
10: 00- 何名

ilfi問緩彩先生12: 00 でも
パγチワーク

木
9: 30-

20 三上久 F先生キ jレ ト 11 : 30 



俳 

津
軽
鉄
道
 水
車
吟
社
 

人
語
消
え桜
の
道
に
月
残
る
 

内
山
涛
村

吊
橋
に零
れ
た
花
の
又
こ
ぼ
れ
 

工
藤
仙
峯

花
万
柔
句
碑
が
小
さ
く
う
ずも
れ
る
 
工

藤
暁
村

あ
れ
も
よ
し
こ
れ
も
楽
し
き
花
見
ど
き
 
三和
和
子

咲
き
競
う
花
の
芦
野
は
去
り
難く
 
渋
谷

房
子

山
桜
緑
と
競
う絵
と
な
り
し
 

小
野善
村

桜
ト
ン
ネ
ル
ロ
ー
カ
ルの
汽
車音
高
く
 
原
田
季岳

大
倉
岳
語
り
継
が
れ
て
花
の
駅
 

三
和
一
 

⑨平成 2 年（1990年）5 月 1日 
	

広報ごしょがわら 
	

（第710号） 

鋳競盤響募夢鷲 
―北辰大学― 

市では、 6 月から開講する北辰大学（高齢者

教室）の受講者募集を単位老人クラブを対象に

行っていますが、 クラブ員以外の受講者も募集

しています。 

レ資 格 市内に在住する60歳以上の健康で

通学できる方。 

レ募集人員 25人（定員になり次第締切） 

レ締 切 5 月15日（火） 

レ申し込み、間い合わせ 市教育委員会社会教

育課北辰大学係（※電5>2111番内線250番） 

五所川原保健所では、毎月 2 回、精神科の専 

門医による 「心の健康に関する相談」 を無料で’ 

開設しています。 

レ相談日 ①毎月第 2 火曜日一お年寄りの 「心 

の健康」 について 

担当医 布施清一先生 

②毎月第 3 火曜日 （平成 3 年1月を除く） 

担当医 渡辺俊三先生 

レ場 所 五所川原保健所 

）受付時間 午後1時～ 2 時 

※相談を受ける方は、事前に電話で申し込んてる 

ください。（h（⑩2108番） 

野菜苗、花壇苗を展示販売します。 

レ期日 5 月 6 日～ 5 月末日まて寺 

レ場所 広域新農業センター 

レ種類 野菜苗（トマト、ナス） 

花壇苗（キンギ’ョソウ、サルビア等） 

※数に限りがありますので、詳しくは広域新農 

業センター（か③2>2104番） まで。 

歩けば会える 

いろんな顔のわたしの町 

これは、主催者から渡されたコース図に従っ

て、 4~ 6 kmを 2-2時間半以内に歩き、ポイ

ントを廻ってゴールをめざすもので、年齢に関

係なくどなたでも参加できます。（おとしよりや

幼児向けの短いコースもありますJ 
レ日時 5 月20日（日）9: 00集合 10: 00スタート

レ場所 市役戸斤前お祭り広場 

レチーム編成 1チーム 3--5 人 

D参加費 1チーム 500円（ 2 名以下の場合は 

1 人 200円）一参加賞ありー 
	 、 

レ携行品 気軽に歩ける服装、昼食 

D締切日 5 月15日 （当日申し込み可り 

レ申し込み及び間い合わせ先 

菊地久子さん（市内八重菊20の35"（⑩5735番） 

まて％ 

※大会当日、雨天決行、荒天時中止 

主催 （財）日本レクリエーション協会 

西北五レク I) エーション協会 

県では国際的視野と協調の精神を土音い、 もーっ 

て明日の青森県を築く有為な青年を育成するた 

め青年海外派遣を実施します。 ご応下募を．ノ 

レ訪 間 国 ソ連、西ドイツ、スイス、 イギ、I) 
ス、 フランス 

ン期 間 8 月23日～ 9 月 7 日 （16日間） 8 月23日～ 9 月 7 日 （16日間） 

レ募集人員 本ilil名（県全体で24名） 本ilil名（県全体で24名） 

レ募集期日 5 月10日まて冬 5 月10日まて冬 

レ経 費 イ固人負担額 211,000円 イ固人負担額 211,000円 

レ」；さ5募資格 ①市内（県内）に居住し、日本国 ①市内（県内） に居住し、日本国 

籍を有する20歳から30歳までの男女（ 4 月1 
日現在） 

②帰国後、各地域、職場、青少年国体等にお 

いて活動が期待できる人。 

レ申し込み、間い合わせ先 市中央公民館 

("（③る）6o56番) 

果 樹 共 済 
暴風雨・暴風雨ひょう害方式の推進中で、 

す。 

マサカクのために進んで加入しましょう。 

⑨平成2年(1990年)5月1日 広報ごしょがわら (第710号)

-北辰大学一
市では、 6月から開講する北辰大学(高齢者

教室)の受講者募集を単位老人クラブを対象に

行っていますが、クラブ員以外の受講者も募集

しています。

L>資 格市内に在住する60歳以上の健康で

通学できる方。

L>募集人員 25人(定員になり次第締切)

L>締切 5月15日(火)

L>申し込み、問い合わせ 市教育委品会社会教

育課北辰大学係(※⑮2111番内線250香)

五所川原保健所では、毎月 2回、精神科の専

門医による「心の健康に閲する相談」を無料で

開設しています。

仁〉相談日 ①毎月第 2火曜日 お年寄りの「心

の健康」について

担当医布施清一先生

②毎月第 3火眼目(平成 3年 1月 を除く)

担当医渡辺俊三先生

L>場所 五所川原保健所

じ〉受付時間午後 1時-2時

※相談を受ける方は、事前に電話で申し込んで

ください。(宮⑪ 2108番)

野菜苗、花壇苗を展示販売します。

L>期日 5月 6日- 5月末日まで

L>場所広域新農業セ ンター

L>種類野菜苗(トマト 、ナス)

花壇苗(キンギョソウ、サルピア等)

※数に限りがありますので、詳しくは広域新農

業センター(ft@2104番)まで。

i 警りT11花ii碑が 品事
ネ古?の主 零計 「凹五百
| 芦れ小さ 道
れカ 里は子楽も のに

五ル 主又品圃aiLl i 長るi

i iizit21E 

歩けば会える

いろんな顔のわたしの町

これは、主催者から渡されたコース図に従っ

て、 4- 6kmを 2-2時間半以内に歩き、ポイ

ントを廻ってゴールをめざすもので、年齢に関

係なくどなたでも参加できます。(おとしよりや

幼児向けの短いコースもあります。)

L>日時 5月20日(日)9: 00集合 10:00スタート

L>場所市役所前お祭り広場

L>チーム編成 1チーム 3-5人

L>参加費 1チーム 500円(2名以下の場合は

1人 200円)一参加賞あり ー

L>携行品 気軽に歩ける服装、昼食

L>締切日 5月15日(当日申し込み可)

b申し込み及び問い合わせ先

菊地久子さん(市内八重菊20の35ft⑪ 5735番)

まで。

※大会当日、雨天決行、荒天時中止

主催 (財)日本レクリェーション協会

西北五レ ク リェーション協会

県では国際的視野と協調の精神 を培い、もっ

て明日の育森県を築く有為な青年を育成するた

め青年海外派遣を実施します。ご応募を/

L>訪問国 ソ連、西ドイツ、スイス、イギリ

ス、フランス

L>期 間 8月23日- 9月 7日(16日間)

L>募集人員本市1名 (県全体で24名)

L>募集期日 5月10日まで

L>経 費個人負担額 211，000円

L>応募資格 ①市内 (県内)に居住し、日本国

籍を有する20歳から30歳までの男女(4月 1

日現在)

②帰国後、各地域、職場、 青少年国体等にお

いて活動が期待できる人。

L>申し込み、問い合わせ先 市中央公民館

(ft⑮6056番)

果樹共済

暴風雨 ・暴風雨ひょう客方式の推進中で

す。

マサカ .~/のために進んで加入しましょう。



山菜のおいしい季節です” 

山菜をつかった調理法を学ぶとともに家族の

健康を願い、バランスの良い食事のための味つ

けを覚えたい方は、是非参加してみませんか？

レテーマ：栄養の知識を学び、習慣病といわれ 

る成人病を防ごうノ 

レ時 間：9 時30分～13時 

レ持参するもの：エプロン、筆記用具、ごはん、 

みそ 7十（小びんなどに入れて）、健康手帳、食事

診断用紙（地区の保健協力員からもらってくだ 

rさい） 
レ申し込み先：地区の保健協力員へ（参加申し 

込み用紙があります） 

レ締め切り日： 5 月15日（火） 

対象地区 開催月日 開催場所 

松島町地区 5 月18日（金） 

市保健センター 五
 
小
 
学
 
区
 

 
5 月23日（水） 

，小学区 5 月24日（木） 

※詳しいことは市衛生課（廿唾，)2111番内線268・ 

272番）へどうぞ。 

レ
レ
 

時
料
 レ
半

f
 
金
：
無
料
 

間
金
 

揚鰐鋼護菅びま 
」
 

 寿
月
 

口
］
 
 

収 集 区 域 申告締切 

5 月16日 旧町内、湊、湊団地 5 月1IH 

5 月18日 
若葉、松島町（吹畑含む入
みどり町 

5 月15日 

5 月23日 七松
 
梅
 
沢
 
長
 
橋
 
栄
 

和
島
  

5 月18日 

5 月25日 
飯詰、毘沙門、長橋、三
好、中川（桃崎） 

5 月22日 

レ出してもよい物 洗濯機、冷蔵庫、テレビ、 

ベッ ト、 タンス、 イス、 テーフAル、 タタミ、 

ジュータン、机、空ドラム缶、 自転車、石油

ス トーフ’、 スノーダンフP 

レ出せない物 リャカー、農機具、バイク、ホ 

ームタンク、古タイ六ナ 

レ申告は廿（③5)21 11番内線269番（衛生課） 

レ粗大ゴミには名札をつけてください（ない物

については、収集いたしません％ 

レ各家庭からの粗大ゴミは 3 個までとします。 

*8月・11月にもこの要領で実施します。 

平成 2 年（1990年）5 月 1日 広報ごしょがわら 
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「愛の献血」にこ協力をノ 

期 	日 時 	間 場 	所 

5 月 7 H 
(n) 

午前10時から 
正午まで 

鎌谷町 
防災センター前 

午後 1時から 
午後 4 時まで 

西北中央病院前 

5 月14 H 
（月） 

午前10時から 
正午まで 本町マルカカサイ 

駐車場 午後 1時から 
午後 5 時まで 

口
］
 
 

叫
因
 

午前10時から 
正午まで 本町マルカカサイ 

駐車場 午後1時から 
午後 5 時まで 

5 月17巳＝ 

（木） 

午前10時から 
正午まで 

県合同庁舎前 

午後1時から 
午後 4 時まで 

マルトモデパート 
駐車場 

からだにやさしい 

「血葉成分献血」をはじめました 

この献血は、 いったんおあずかりした血液か

ら血禁だけを分離し、赤血球などはそのままか

らだの中にお返しする献血方法です。 

期 	日 時 	間 場 	所 

5 月 9 H 
（水） 

午前10時から 
午後 4 時まで 

五所川原保健所 

なお、 この献血は 1時間ほどかかります。 献

血Lしていただける方、詳しく内容をお知りにな

りたい方は、市衛生課（か亘5)21 11番内線272番） 

までお問い合わせください。 

皆さんのご協力を J三f願いし、たします。 

胃・大腸がん集団検診のお知らせ 
5 月 8 日一高野文化センター 

5 月 9 -10日ーコミューニティセンター七和 

5 月15-16日一市保1建センター 

5 月22 -23日一市保健センター 

5 月24-25日ーコミュニティセンター長橋 

5 月29-31日ーコミコニティセンター松島 

7 月6-7 日ーコミコーニティセンター栄 

7 月10日一梅沢地区研修センター 

7 月11日一毘沙門・長富コミューニティセンター 

7 月12-13日ーコミュニティセンター飯詰 

8 月 7-8日ーコミュニティセンター中川 

8 月 9 -10日ーコミュニティセンター三好 

10月23 -26日ー市保イ建センター 

※この検診は、すでに受診申し込みをされた方

のみが対象となります。 対象の皆さんには個

別に受診月日、場所等を通知いたします。 

ター長橋 

ター t公島 

ター栄 
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山菜のおいしい季節ですFF

山菜をつかった調理法を学ぶとともに家族の

健康を願い、バランスの良い食事のための味つ

けを覚えたい方は、是非参加してみませんか?

1>テーマ :栄養の知識を学び、習慣病といわれ

る成人病を防ごう /

1>時間 9時30分一13時

1>料金:無料

1>持参するもの:エプロン、筆記用具、ごはん、

みそ汁(小び、んなどに入れて)、健康 子I様、食事

診断用紙(地区の保健協力員からもらってくだ

さい)

1>申し込み先:地区の保健協力員へ(参加申し

込み用紙があ ります)

C〉締め切り日 5月15日(火)

t 対象地区 | 開催月日
松島町地区 I5月四(金)

五小学区 I5月間(水) I市保健センター
南小学区 I5月24日(木)

開催場所

※詳しいことは市衛生課(宮⑮ 2111番内線268・

272番)へどうぞ。

月 日 収集区域 申手持締切

5月16日 旧町内、 j奏、 j奏団地 5月11日

5月18日
若葉、松島町(吹畑含む)、

5月15日
みどり町

5月23臼
七和、梅沢、長橋、栄、 5月18日
松島

5月25日 飯詰、毘沙(桃門、長橋、ニ 5月22日好、中川崎)

1>出しでもよい物 洗濯機、冷蔵庫、テレビ、

ベット、タンス、イス、テーブル、タタミ、

ジュータン、机、空ドラム缶、自転車、石油

ストーブ¥スノーダンフ。

1>出せない物 リヤカ一、農機具、バイク、ホ

ームタンク、古タイヤ

1>申告はE ⑧2111番内線269番(衛生課)

1>粗大ゴミには名札をつけてください(ない物

については、収集いたしません)。

1>各家庭からの組大ゴミは 3個までとします。

※ 8月・ 11月にもこの要領で実施します。

守、

「愛の献血」にご協力を/
葉月 臼 日与 間 場 所

午前10時から 鎌谷町
5月7日 正午まで 防災センター前

(月) 午後 l後時から 西北中央病院前午 4時まで

午前10時から
5月14日 正午まで 本町マルカカサイ

(月) 午後 1後時から 駐車場

午 5時まで

午前10時から
5月15日 正午まで 本町マルカカサイ

(火) 午後 1後時から 駐車場

午 5時まで

午前10時から
県合同庁舎前

5月17臼 正午まで

(木) 午後 1後時から マルトモデパート
午 4時まで 駐車場

からだにやさしい

「血紫成分献血」をはじめま した
この献血は、いったんおあずかりした血液か

ら血紫だけを分離し、赤血球などはそのままか

らだの中にお返しする献血方法です。

場 所H寺 間

五所川原保健所

なお、この献血は 1時間ほどかかります。献

血していただ、ける方、詳しく内容をお知りにな

りたい方は、市衛生課 (ft⑮ 2111番内線272番)

までお問い合わせください。

皆さんのご協力をお願いいたします。

胃・大腸がん集団検診のお知らせ
5月 8日 高野文化センター

5月 9~10 日ーコミュニテイセンタ一七和

5 月 15~16 日 市保健センター

5 月 22~23 日 市保健センター

5 月 24~25 日 コミュニティセンター長キ喬

5 月 29~31 日ーコミュニティセンター松島

7 月 6~7 日 コミュニティセンタ 栄

7月10日一梅沢地区研修センター

7月11日 毘沙門・長富コミュニティセンター

7 月 12~13 日ーコミュニティセンター宣反詰

8 月 7~8 日 コミュニティセンター中川

8月 9~10 日ーコミュニティセンタ一三好

10月 23~26 日 市保健センター

※この検診は、すでに受診申し込みをされた方

のみが対象となります。対象の皆さんには個

別に受診月日、場所等を通知いたします。
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